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一 　
　
問
題
意
識

　・
　

台
湾
の
農
業
・
農
政
等
の
実
情
に
つ
い
て
我
が

国
で
は
一
般
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
次

の
二
つ
の
意
味
に
お
い
て
台
湾
の
農
業
・
農
政
に

つ
い
て
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は

台
湾
は
我
が
国
と
同
様
な
加
工
貿
易
立
国
で
あ
り
、

同
じ
く
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
あ
っ
て
自
然

条
件
が
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
花
卉
栽
培
や

畜
産
を
は
じ
め
と
し
て
相
当
な
国
際
競
争
力
を
有

し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
我
が
国
農
業
の
生

産
性
向
上
に
と
っ
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
二
が
台
湾
経
済
は
中
国

経
済
と
実
態
的
に
は
一
体
化
し
て
お
り
、
台
湾
農

業
の
中
国
へ
の
影
響
は
、
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
全

体
の
食
料
需
給
と
政
治
的
安
定
に
重
要
な
意
味
合

い
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

二 　
　
台
湾
農
業
の
現
状

　・
�
地
形

　

台
湾
は
東
経
一
二
〇
〜
一
二
二
度
、
北
緯
二
三

〜
二
五
度
に
位
置
し
て
お
り
、
ま
さ
に
北
回
帰
線

の
直
下
に
あ
る
。

　

総
面
積
三
万
六
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
広

さ
は
我
が
国
の
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
東
海

岸
沿
い
は
南
北
に
山
脈
が
走
っ
て
お
り
、
富
士
山

よ
り
も
高
い
山
が
二
つ
存
在
す
る
な
ど
き
わ
め
て

高
低
差
が
激
し
く
地
形
は
急
峻
で
あ
る
。

　

雨
量
は
豊
富
か
つ
温
暖
な
気
候
で
あ
る
。

�
土
地
利
用

　

平
地
は
二
六
％
、
山
地
が
七
四
％
で
、
平
地
は

山
脈
の
西
側
に
集
中
し
て
い
る
。

　

耕
地
面
積
は
約
八
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
五
二

％
が
水
田
、
四
八
％
は
畑
地
で
あ
る
（
以
下
、
特

に
表
記
が
な
い
限
り
数
値
は
九
八
年
の
も
の
）。

　

豊
富
な
雨
量
と
温
暖
な
気
候
か
ら
多
毛
栽
培
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
耕
地
利
用
率
は
一
一
一
・
四

％
と
な
っ
て
い
る
。
水
田
の
七
二
％
は
二
期
作
用

で
あ
る
。
一
戸
当
り
平
均
耕
作
面
積
は
一
・
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
。

　

八
四
年
か
ら
水
田
転
作
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

水
田
の
宅
地
化
、
養
魚
池
等
へ
の
転
用
が
す
す
ん

で
い
る
。

�
農
家

　

総
就
労
人
口
に
占
め
る
農
業
就
労
人
口
の
割
合

は
八
・
八
％
で
あ
る
。

　

自
作
農
八
五
％
、
自
小
作
農
九
％
、
小
作
農
五

％
、
そ
の
他
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
兼
業
農
家
が

九
割
近
く
を
占
め
る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
高
齢

化
、
婦
女
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

農
家
所
得
の
六
五
％
が
非
農
業
所
得
で
あ
る
。

　

一
方
、
産
銷
班
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

共
同
化
が
普
及
し
て
い
る
。

�
農
業
概
要

　

農
林
水
産
業
の
名
目
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は

二
・
九
％
。
農
林
水
産
業
の
部
門
別
割
合
は
農
業

四
三
・
五
％
、
畜
産
業
三
一
・
〇
％
、
林
業
〇
・

二
％
、
水
産
業
二
五
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
農

業
、
林
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
し
、
畜
産
、
水
産

業
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

食
料
自
給
率
は
九
六
年
で
八
三
・
一
％
（
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
と
推
定
さ
れ
る
）
で
、
肉
類
、
水
産

類
一
〇
〇
％
超
で
あ
る
が
、
穀
類
四
八
・
六
％
、

蔬
菜
類
九
六
・
〇
％
、
乳
品
類
二
七
・
二
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
穀
物
輸
入
が
農
林
水
産
品
輸

入
総
額
の
三
一
％
と
最
も
大
き
い
。
日
本
と
の
農

林
水
産
貿
易
は
六
四
一
億
ド
ル
の
出
超
で
、
日
本

へ
の
主
な
輸
出
品
は
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
、
う
な
ぎ
、

羽
毛
等
で
、
輸
入
品
は
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
等
で
あ
る
。

　

国
民
一
人
当
た
り
の
米
麦
消
費
量
は
九
三
年
で
、

米
七
〇 
㎏
（
八
五
年
比
△
三
〇
・
〇
㎏
。
日
本

（
九
三
年
）
七
五
㎏
）、
麦
三
四
㎏
（
同
九
・
七
㎏
、

四
二
㎏
）
で
、
米
消
費
量
は
我
が
国
よ
り
も
低
位

と
な
っ
て
い
る
。

�
特
記
さ
れ
る
個
別
動
向

＜

米＞

　

国
土
が
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
南
北
に
長
い

こ
と
か
ら
苗
の
植
付
時
期
や
稲
の
成
熟
時
期
が
ズ

レ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
農
作
業
の
委
託
が
き
わ

め
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
受
託
者
は
受
託

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　

台
湾
農
業
・
農
政
の
現
状
と
動
向



調査と情報　第１６６号 （２０００年３月）

―  ６  ―

専
業
で
、
か
つ
田
植
え
、
収
穫
等
分
業
化
さ
れ
て

い
る
も
よ
う
で
あ
る
。
委
託
し
て
い
る
農
家
は
農

薬
・
化
学
肥
料
の
散
布
程
度
の
仕
事
を
や
る
だ
け

で
、
大
半
の
時
間
は
農
外
に
従
事
し
て
い
る
。

　

な
お
、
借
地
は
あ
ま
り
す
す
ん
で
い
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

＜

豚＞

　

九
七
年
三
月
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
豚
肉
は
輸
出

が
停
止
さ
れ
て
お
り
、
徹
底
し
た
衛
生
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
在
で
も
若
干
の
口

蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
輸
出
再
開
の

目
途
は
た
っ
て
い
な
い
。

　

口
蹄
疫
発
生
時
点
で
約
一
、
〇
七
〇
万
頭
い
た

豚
の
う
ち
三
分
の
一
以
上
に
あ
た
る
三
八
〇
万
頭

も
の
豚
が
屠
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
も
考
慮
し
て
離
牧
補
償
に
よ
っ
て
養

豚
農
家
を
二
六
千
戸
か
ら
一
五
千
戸
に
減
ら
し
、
大

規
模
一
貫
経
営
へ
の
絞
り
込
み
を
推
進
し
て
い
る
。

＜

環
境
保
全＞

　

環
境
負
荷
の
軽
減
、
生
態
系
の
維
持
等
と
と
も

に
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か
る
た
め
減
農
薬
、

低
毒
性
農
薬
の
使
用
等
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、農

薬
が
適
正
に
使
わ
れ
た
野
菜
、
果
物
に
は
安
全
野

菜
と
し
て「
吉
園
圃（
Ｇ 
Ａ 
Ｐ 
＝G

ood

 
    A

griculture

 
          

P
ractice

 
       
）」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
Ｍ
Ｏ
Ａ
と
の
提
携
に
よ
る
有
機

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。

＜

観
光
農
業＞

　

観
光
農
業
は
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
り
、
宿
泊
施

設
も
ホ
テ
ル
顔
負
け
の
立
派
な
施
設
も
多
い
。
休

日
に
は
野
菜
や
果
物
を
収
穫
し
味
わ
う
と
と
も
に
、

自
然
に
親
し
も
う
と
し
て
車
が
殺
到
し
観
光
農
場

へ
向
か
う
道
は
大
渋
滞
に
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

国
民
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
と
し
て
観
光
農

業
が
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、
農
会
で
観
光
農
場

を
営
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

三 　
　
農
政
展
開

　・
　

一
九
四
九
年
に
農
地
改
革
に
よ
り
自
作
農
が
創

設
さ
れ
た
。

　

戦
後
着
実
に
農
業
生
産
は
増
加
し
て
き
た
が
、

「
こ
の
農
業
発
展
は
、米
国
の
援
助
を
も
と
に
米
台

双
方
の
関
係
者
で
設
立
さ
れ
た
中
国
農
村
復
興
委

員
会
（
略
称
農
復
会
）
に
よ
る
資
金
援
助
と
技
術

指
導
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
植
民
地
時
代
に
日
本
か
ら
移
入
さ
れ
た
農
協

制
度
（「
農
会
」
と
言
わ
れ
る
）
の
機
能
発
揮
、
水

利
組
合
に
よ
る
水
利
灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
発
達
を
評

価
す
る
む
き
も
多
い
。

　

農
業
発
展
条
令
に
よ
り
近
代
化
農
業
が
推
進
さ

れ
、
ま
た
、
米
作
技
術
の
向
上
と
買
上
保
証
価
格

の
上
昇
等
に
よ
り
米
の
増
産
が
は
か
ら
れ
て
き
た

が
、
七
〇
年
代
に
入
っ
て
米
過
剰
が
顕
在
化
し
、

七
七
年
か
ら
本
格
的
な
稲
作
転
換
政
策
が
導
入
さ

れ
て
き
た
。
八
四
年
か
ら
九
七
年
ま
で
は
「
米
生

産
及
び
水
田
転
作
計
画
」
に
よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
大
豆
等
へ
の
転
作
、
休
耕
等
に
対
し
て
転
作

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
て
き
た
。

　

九
八
年
か
ら
四
年
間
は「
田
畑
利
用
調
整
計
画
」

が
実
施
さ
れ
、
保
証
価
格
買
取
、
直
接
給
付
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

四 　
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策

　・
　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
と
も
な
い
農
産
物
の
輸
入
関
税

引
下
げ
、
非
関
税
保
護
措
置
の
撤
廃
が
必
至
で
あ

る
こ
と
か
ら
、九
八
年
度
か
ら
四
年
間
、「
跨
世
紀
農

業
建
設
法
」
に
よ
り
①
近
代
化
農
業
の
発
展
―
効

率
と
安
定
の
追
求
、
②
豊
か
で
美
し
い
農
漁
村
の

建
設
―
富
裕
の
自
然
を
追
求
、
③
農
漁
村
の
福
祉

増
進
―
信
頼
と
尊
厳
の
追
求
、に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
九
八
年
七
月
に
は
「
農
産
物
輸
入
損
害

救
済
法
」
を
改
正
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
か
ら
「
農

産
物
輸
入
損
害
救
済
基
金
」
を
設
け
、
九
九
年
末

ま
で
に
二
一
〇
億
元
（
一
台
湾
元
＝
約
四
円
）
を

積
み
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
は
じ
め
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

前
か
ら
、
加
盟
後
の
影
響
を
極
力
回
避
す
る
た
め

早
目
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

農
家
の
動
き
と
し
て
米
を
は
じ
め
と
す
る
土
地

利
用
型
作
物
か
ら
、
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
て
の

施
設
園
芸
・
花
キ
栽
培
等
集
約
的
高
生
産
性
農
業

へ
の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
る
。

五 　
　
今
後
の
調
査
研
究
課
題

　・
　

台
湾
農
産
品
の
国
際
価
格
比
較
及
び
経
営
分
析
、

農
産
物
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の
把
握
が
急
が
れ
る
。

こ
れ
に
農
会
・
水
利
組
合
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
金
融
・
保
証
シ
ス
テ

ム
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
等
課
題
は
山
積
み
し

て
お
り
、
本
格
的
調
査
研
究
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

（
注
）
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
お
よ
び
交
流
協
会
、
行

政
院
農
業
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
。（

蔦
谷
栄
一
）


